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令和 3年 6月理事会の議事録確認について 

報告事項 

2-1 会長報告  

   ・日本放射線技師会告示研修説明会（Web会議） 6月 28日（月） 

   ・関東甲信越地域拡大役委員会（Web会議） 7月 02日（金） 

   ・令和 3年 7月拡大四役会（Web会議） 7月 16日（金） 

   ・神奈川県医療専門職連合会理事会（Web会議） 7月 28日（水） 

   ・神奈川県放射線学術大会実行委員会（Web会議） 8月 05日（木） 

   ・令和 3年 8月拡大四役会（Web会議） 8月 13日（金） 

   ・神奈川県医療専門職連合会企画広報委員会（Web会議） 8月 25日（水） 

2-2  業務執行状況報告 

   ・各委員会報告 

審議事項 

3-1  第 19回神奈川放射線学術大会 

3-2  令和 3年度神奈川県診療放射線技術講習会 

3-3  JART関連セミナー講習会 

3-4  その他 



 2021-08 月理事会  その他報告事項  

１. 令和 3 年度第 1 回理事会（書面審議）の結果報告について 【神奈川公衆衛生協会】  

２. 弘前大学大学院保健学研究科「第 6 回放射線看護セミナー」および「2021 年度放射線看護ベーシックトレーニ

ング」のオンライン開催について（通知） 【弘前大学大学院保健学研究科長】 

３. 福島災害医療セミナー 【福島県立医科大学災害医療総合学習センター】 

４. がん征圧月間運動ポスターの掲示について（依頼） 【（公財）かながわ健康財団】 

５. 第 14 回神奈川糖尿病療養指導士認定機構研修会のご案内 【神奈川糖尿病療養指導士認定機構】 

６. SDGｓへの取組実態アンケート調査への回答のお願い 【専修大学社会知性開発研究センター】 

７. 弘前大学大学院保健学研究科主催「令和 3 年度 被ばく医療研修」について（通知） 【弘前大学大学院保健学

研究科長】 

８. 神奈川マンモグラフィ読影講習会（医師）の中止について 【神奈川県医師会】 

９. 第 1 号「中火災予防協会通信」発行について 【中火災予防協会】 

１０. 暑中見舞い 【（公社）兵庫県放射線技師会】 

１１. ご挨拶 【（公社）神奈川県病院協会】 

１２. お礼 【神奈川県保険医協会】 

１３. ご挨拶 【（株）千代田テクノル】 

１４. ご挨拶 【（公社）神奈川県理学療法士会】 

１５. ご挨拶 【（一社）神奈川県病院薬剤師会】 

１６. ご挨拶 【（一社）神奈川県医療ソーシャルワーカー協会】 

１７. ご挨拶 【富士フイルムメディカル（株）】 

１８. 技師会事務所移転のご案内 【（公社）福島県診療放射線技師会】 

 

＊回答が必要な文書 

１. 2021 年度レントゲン週間イベント実施にむけたご協力のお願い 【（公社）日本診療放射線技師会】 

２. ご後援のお願いについて 【神奈川県管理士部会】 

３. 功労表彰および永年勤続表彰候補者の推薦について 【（公社）日本診療放射線技師会】 

４. 令和 3 年度第 1 回理事会（書面審議）の開催について 【神奈川公衆衛生協会】 済 

５. 令和 3 年度第 2 回理事会（書面審議）の開催について 【神奈川公衆衛生協会】 済 

６. 第 14 回神奈川糖尿病療養指導士認定機構研修会のご後援等のお願い 【神奈川糖尿病療養指導士認定機構】

済 

７. 第 40 回神奈川県病院学会プログラム及び抄録の送付及び一般演題発表の順位付けについて 【（公社）神奈川

県病院協会】済 

８. 健康チャレンジフェアかながわ2021の開催に伴うアンケート調査について（依頼） 【健康チャレンジフェアかなが

わ実行委員会】済 
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令和 3年 6月理事会の議事録確認について 

・訂正箇所無く承認される。 

 

報告事項 

会長報告 

１．6月 28 日（月）日本放射線技師会告示研修説明会（Web会議） 

２．7月 02 日（金）関東甲信越地域拡大役委員会（Web会議） 

  2年休んでいたが来年 6月 25日 26日群馬県高崎市で開催 

３．7月 16 日（金）令和 3年 7月拡大四役会（Web会議） 

４．7月 28日（水）神奈川県医療専門職連合会理事会（Web会議） 

５．8月 05 日（木）神奈川県放射線学術大会実行委員会（Web会議） 

６．8月 13日（金）令和 3年 8月拡大四役会（Web会議） 

７．8月 25日（水）神奈川県医療専門職連合会企画広報委員会（Web会議） 

  2月に会誌発行予定、職能セミナーを開催 

８．県会員の動向 

令和 3年 7月 30日現在 会員 1480名 賛助会員 36社 

 

業務執行状況報告 

1． 総務委員会 

江川理事より報告 P1～ 

・紙面の通りになります。 

・JART永年勤続表彰者のリストが届いています（P5）確認お願いします。 

 

引地理事より報告 

・追加はありません。 

 

2． 財務委員会 

安藤理事より報告 P9～ 

・4月から7月の残高試算表Aです、現金・通帳は資料のとおりです。残高試算表

B入会者、会費納入状況も資料のとおりです、納入状況は53.6％となっていま

す。 

・資料内容を説明 

伊藤副会長）7月現在で新入会者がまだ25名です。 

 

3． 組織委員会 

松尾理事より報告  P17 

・臨時のメール会議開催、内容は資料のとおりです。コロナウイルス第5波の注

意喚起、施設での感染対策の強化を共有、大雨土砂災害について2年前に作成

した組織委員会災害マップ再配布、学術大会の検討を行いました。 

 

 

承認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4． 学術委員会 

引地理事より報告 P19～ 

・学術委員会、開催しております。理事会資料をご参照下さい。 

・会誌原稿、9月号すでに入稿、11月号は「PET健診」について寄稿予定。 

・研究・発表・論文支援セミナーを8月19日に開催済みです、北里大学、宮武さ

んに統計解析についてわかりやすく解説していただきました。27名参加（委

員会議事録3参照） 

・令和 3 年度神奈川県診療放射線技術講習会について、開催方法について、審

議事項で意見をいただきたいです。 

・ウェビナーについて、消化器研究会と管理士部会で使用していただきます。

中村委員、宮内幹事に立ち会ってもらい責任を以てウェビナーを提供します。 

 消化器研究会のセミナーは編集委員会のノート PCを利用します 

・ZOOM ウェビナーの契約、以前は参加者の規模によって設定がありましたが、

今回 500名で 11.700円の契約をお願いします。 

・2021年度 JARTフレッシャーズセミナー、告示研修に関しましては田島副会長

からの報告になります。 

 

富安理事より報告 

・特に追加はありません。 

 

大内会長）ウェビナー使用の研究会、交通費はどうなっていますか。 

引地理事）消化器研究会は自宅から配信、管理士部会は事務所に集まっての開

催なので交通費の申請をお願いします。 

 

5． 渉外委員会 

金岩理事より報告 P33 

・委員会は随時行っています。 

・藤沢市民まつり・小田原ふれあい健康フェスティバル中止。 

・健康チャレンジかながわ、開催に関するアンケートは中止希望で回答。 

・技師会ホームページの活用、パワーポイントによる乳がん自己触診の方法や

チェックポイント動画は引き続き検討しています。 

 

吉田理事より報告 

・特に追加はありません。 

 

6． 編集委員会 

津久井理事より報告 P35～ 

・委員会はWEB開催、7月号編集作業と編集作業用クラウドアカウントを作成、

試験運用している 

・9月号発刊スケジュールを作成 

・会誌294号の巻頭言は伊藤副会長、コラムは吉田理事になります。発刊予定日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

承認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は9月27日（月）、発行予定部数は1650部です。 

・294号目次案に変更有りました、叙勲の原稿が未入稿の為、掲載取りやめ。 

・特集記事の進捗に関して、松尾理事確認お願いします 

・告示研修に関してお知らせを会誌に載せる必要がありますか。 

大内会長）WEBには載せていきたいが、田島副会長と調整をして下さい。 

田島副会長）現在ファシリテーターの実習が遅れている等の状況を踏まえて掲

載について考えないといけない 

津久井理事）今回は掲載保留とします。 

 

木本理事より報告 

・特に追加はありません。 

大内会長）WEBの掲載方法を検討して下さい。 

 

7． 広報委員会 

津久井理事より報告 P37 

・理事会資料紙面のとおりとなります。ホームページの更新作業を継続してお

ります。 

・求人案内の掲載遅延事象が起きました、今後複数人のチェック、メールと掲

載状況の整合性を見ていく、最終的な理事の確認を強化していきます。 

・2022年度関東甲信越放射線技師学術大会の広報をバナーに掲載予定です。 

・アクセス数と掲載数は資料のとおりです。 

 

安藤理事より報告 

・特に追加はありません。 

引地理事）県の技術講習会を WEBで開催しますのでホームページに受講の案内 

 やプログラムを昨年度と同様に掲載させて下さい。 

 

8．厚生委員会 

前原理事より報告 P39～ 

・委員会7月と8月に開催しています。施設調査、会員調査、ウォーキング大会

について検討しました。 

・施設調査はそれぞれ送りますので、およそ300通、9月中に発送して10月30日

までに返送、調査票の内容、目を通してチェックしていただきたいです。 

・会員調査は11月号の会誌に同封予定、こちらも同様に確認していただきたい

です。 

・ウォーキング大会の意見をいただきたい。 

大内会長）調査の方は内容を確認の上、前原理事にお伝えください。ウォーキ

ングですがこのご時世、開催するかどうかを含めご意見有りますか。 

前原理事）厚生委員会の中でもこの時期、技師会の活動で行うのは問題がある

かなと感じている、10月30日の開催は見送るべきと意見がある。 

津久井理事）現状、開催自体に流動性があるので会誌での広報は難しい、開催

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題 3 

3-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ならばホームページの広報に限らせていただきたい。 

大内会長）開催日程は変更が可能ですか 

前原理事）可能です、技師会主催のイベントと同様の考えです、神奈川美化財

団「ビーチクリーン」には開催の意思を伝えます、主催者は我々です。委員

の活動スケジュールに合わせて開催日を決定していきたい。 

田島副会長）企画は良いので、それで進めていきましょう 

大内会長）この時期ではないと思いますので、良い時期を選んで開催準備を行

ってください。 

前原理事）準備もすぐに始められます、キャンセルも簡単にできます。 

大内会長）施設調査の発送について承認いただけますか。 

 

9．災害対策委員会 

吉田理事より報告 P55～ 

・委員会：原子力災害協力機関としての必要機材の新規整備について。 

神奈川県原子力災害医療ネット―ワーク会議が9月18日に開催、主に原子力災

害時における疾病者の搬送ワークフローについて検討。原子力災害協力機関と

しての必要機材の新規購入についてのフローが確認されたのでサーベイメー

ター・電子ポケット線量計を県に購入申請しました。簡単に承認されるとは思

いませんが今後、進捗を報告していきます。 

・自然放射線測定結果報告：資料のとおりです。 

大内会長）サーベイメーターの校正はどうなりますか。 

吉田理事）県で行ってくれます。 

 

10. 放射線安全管理委員会 

前原理事より報告 P57 

・委員会は開催されていません、資料紙面のとおりで報告事項はありません。 

 

審議事項 

第19回神奈川放射線学術大会 

伊藤副会長より説明 P29～ 

・大会進行案の変更：新型コロナウイルス感染症の状況が思わしくなく来年1月

もどうなっているか予想し難いことから、外部講師をお招きしての市民公開講

座はなしとする。最悪、会場も使えないかもしれないので、事務所からWEBの

みの配信での開催も考慮して、身近な講師を選定することで急な展開に対応す

ることとした。 

・プログラムは渡邉理事からコーディネイトしていただいています「放射線安

全管理委員会企画」と「医療被ばく」、昭和大学加藤京一先生の講演の3本で

行うこととしました。講演は、後日オンデマンドでホームページから閲覧可能

となるようにします。各講師にはその承諾をいただきます。 

・当日、会場が使用可能であれば会場開催で行いたい。学術大会自体を市民参

加型とする方向で調整することとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

保留 

承認 
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・組織委員会から沢山の案をいただきましたが、次回開催の資料となるように

松尾理事に意見をまとめておいていただきたいです。 

 

令和 3年度神奈川県診療放射線技術講習会 

引地理事より説明 

・WEB とパブリックビューイング（以下 PV）での同時開催を検討してきました

が、学術大会とは矛盾しますが、この状況の中で会場を開けて PVでの開催は 

 難しいのではとの意見などをふまえ、昨年度と同様の WEB のみの開催に切り

替えたい。10 月に 1 回目の開催がありますが、参加者を含めなるべくミニマ

ムにして開催したい、神奈川県の意向としては、急を要さない研修会に関し

ては原則中止、等を考慮して WEB のみ開催を提案します。PV はネット環境に

ない人の為ではあったのですが実際、来場される方の人数は不透明。 

富安理事）Wi-Fiの環境がなく、県担当者も在宅勤務のため中々確認とれない事

と、受講対象者が医療従事者ということで感染対策をどこまですれば良いの

か判断が難しい。 

引地理事）会誌には詳細を省いて掲載する。ご意見をお願いします。 

松尾理事）昨年のアンケートにもありましたように資料が見やすかった、職場

からも参加できたなど好意的な意見が多かったので、WEB開催でよいと思いま

す。WEB 環境にない人にはコロナ終息後にあらためて PV 形式で行うなどの対

策はとれる。コロナ対策を第一に考えて行うことは地区委員にもしっかりと

した活動を行っているとの印象を与える。 

田島副会長）今後もこのような状況下が続いていく可能性がある。学術大会も

そうですが基本は会場開催で行うべきである、WEB開催のみになるのはどうか

と思います。WEB開催のみになった理由を明確にしてほしい、間違いなく公益

的であるといえるか検討していただかないと困る。会場の問題で出来るかど

うかはわからないが、私は PVもやった方が良いと考えます。 

 県の技術講習会は学術だけではなく技師会全体で行う催しです。 

引地理事）PV や環境整備、感染防止対策が出来ていない、本来なら県の事業で

あるので各委員会と連携するべきですが、そこまで手が回っていない結果と

して現状の状況です、その要因はまとめることが出来る、今後はハイブリッ

ドの開催も必要になってくる可能性もある。そういうことが出来ていないこ

とは力不足を痛感している。 

田島副会長）厳しい言い方をしていますが、それだけ期待をしていますし、す

ごく良い新しい考えで参考にしたいと思っています。 

松尾理事）感染者が多数いる現状では、私たち医療人はしっかり現場で働かな

いといけない、参加者でクラスターが起こった場合、残念な批判を受ける可

能性もありますし、安全な形で開催するということを理由に、今の選択すべ

き開催方式としたらいかがでしょうか。 

大内会長）9月の理事会までハイブリッドも検討しつつ、最終的に次回の理事会

時に決定したい。 

伊藤副会長）コロナの状況によって何回目からの講習会なら対応できるという
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ことになる可能性もあるので、第 1 回目から始めることが厳しいと判断され

ましたが、回を追うごとにコロナ状況を見極めて準備、対応していければ良

いのではないでしょうか。 

引地理事）進捗状況に応じて三役に相談しながら進めていきます。 

大内会長）すごく大変だと思いますが、本日決定するのではなくて、その都度

考えていきましょう、みんなで協力しながら進めていきましょう。 

 

JART関連セミナー講習会 

田島副会長から説明 

・フレッシャーズセミナー、多数ご応募いただきましてありがとうございます 

 今回はプログラムが変更になりました、参加者は朝早い時間からですが、よ

ろしくお願いいたします。 

・告示研修、講師と受講生の間をつなぐ役割を担うファシリテーターの育成が

休止となっている、延期の連絡がきました。メンバーは私と江川理事、富安理

事、引地理事、学術関係の委員さんと安藤理事でやらせていただきます、案件

が下りてきた時、医師の確保、看護師の確保をしなければならない、医学放射

線学会に声をかけなければならない、そのような条件ですと大学病院など画像

診断科などがありドクターがたくさんいるところからでないと始められない。 

 それ以外にも看護協会にも話をしなければならない、そうすると大き目の施

設を借りることになる、そこで大学病院関係の方を選ばせていただきました。 

基礎講習会、7月 31日から登録開始 1 週間で 7000人登録。受講はあわてなく

てよいので、施設の方に案内してあげて下さい。 

実技研修は今年度、神奈川で 1 回開催できるかどうか、ファシリティ研修が

10月・11月にずれ込むので募集が 12 月、1月か 2月に 1回開催、費用は会員

が 10000円、非会員が 30000円です、統一講習会を受講済みの方は未受講の方

より 1週間早く申し込むことが出来ます、１開催 50 名程度の参加者を見込み

ますと統一講習会未受講者は、なかなか申し込めないのではないかと思いま

す。 

大内会長）是非皆さん WEBでの講習、受講して下さい 

 

その他 

大内会長より説明 

・事務員の最低賃金 1030円から 1040円になります、よろしいでしょうか。 

・新春情報交換会、開催は厳しい、他医療団体からの情報ありましたらお寄せ

ください。 

 

大内会長 

・他に何かご意見あるでしょうか。 

・無いようですので、これで議事を終了します。 

 

以上 
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承認 

 

 

 



 

 

 

 

 

令和 3 年 9 月 24 日 

会長 大内 幸敏 印  

監事 安部 真  印  

監事 佐藤 英俊 印  

 


